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一般国道４９１号 俵山・豊田道路
たわらやま と よ た

４．コスト増加の要因

⚫事前調査で想定していたよりも地山状況が柔らかく、支保工パターンの変更が生じた。

⚫また、切羽の崩落も発生しており、安全に掘削するために鏡吹付及び補助工法の追加が必要となった。

⚫未掘削区間は、これまでの掘削実績を踏まえ支保工パターンの見直し及び補助工法の追加等を見込んでいる。

約１１７億円の増額

トンネル名
（延長）

施工状況
変更・追加内容

備考支保パターン
変更

補助工法
追加

増額計

第１トンネル
（278m）

施工済み 約2億円 約1億円 約3億円

第２トンネル
（1,267m）

施工中 約20億円 約19億円 約39億円

第３トンネル
（2,003m）

未施工 約31億円 約44億円 約75億円 第２トンネルの施工実績を踏まえた見込み

合計 － 約53億円 約64億円 約117億円

（７）トンネル支保パターンの変更、補助工法の追加

第1トンネル(延長=278m)

施工済み

第2トンネル(延長=1267m)

第3トンネル(延長=2003m)

施工中

未施工
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一般国道４９１号 俵山・豊田道路
たわらやま と よ た

（７）トンネル支保パターンの変更、補助工法の追加（第２トンネル）

４．コスト増加の要因

第1トンネル(L=278.0m)

位置図

施工済み

第2トンネル(L=1267.0m)

第3トンネル(L=2003m)

施工中

補助工法の追加

支保パターン変更（岩判定結果より）

【トンネル工の内訳】約38.8億円増加
■当初計画
ＤⅢ 約 107ｍ → 7.5億円
ＤⅠ 約 309ｍ →15.5億円
ＣⅡ 約 416ｍ →15.4億円
ＣⅠ 約 354ｍ → 6.7億円
補助工法 約 167ｍ → 6.7億円 合計51.8億円

■変更計画
ＤⅢ 約 107ｍ → 8.0億円
ＤⅠ 約 599ｍ →32.9億円
ＣⅡ 約 561ｍ →23.7億円
補助工法 約 650ｍ →26.0億円 合計90.6億円

増額38.8億円

⚫第２トンネル工事に着手し掘削を進めた結果、事前調査で想定していたよりも地山状況が柔らかく、支保工パターンの変更が生じた。
⚫また、切羽の崩落も発生しており、安全に掘削するために鏡吹付及び補助工法の追加が必要となった。
⚫未掘削区間は、これまでの掘削実績を踏まえ支保工パターンの見直し及び補助工法の追加等を見込んでいる。

※ＣⅠ～Ｄ：トンネルの設計を行う際の地山の硬さ区分（ＣⅠ硬い⇔ＣⅡ⇔Ｄ柔らかい）

CⅡDⅢ DⅠ DⅠ DⅠ CⅡ CⅡ DⅠ DⅠ DⅠ DⅠ DⅠ DⅠ DⅢ

CⅡDⅢ DⅠ CⅡ CⅡ CⅠ CⅠ CⅡ DⅠ CⅡ DⅠ CⅡ DⅠ DⅢ

弾性波探査結果

柔
ら
か
い⇔

硬
い

凡例第２トンネル L=1267.0m
R7.8時点 約597mに到達

掘削方向

地質縦断図

坑口部 坑口部

なし なし

なし

補助
工法

補助
工法

補助
工法

鏡吹付の追加実施

掘削位置
R7.8時点 ⇒掘削を踏まえた想定

総合評価点による岩区分

発注者及び受注者による、総合評価による
岩判定を実施。

評価項目：圧縮強度、風化変質、割目間隔
割目状態、走行傾斜

総合評価点：３１．３点（Ｄ評価）

詳細設計：ＣⅡ ⇒ 掘削実績：ＤⅠ

切羽全体で割れ目が開口し、
時間の経過と共に岩塊の抜け
落ち

左肩部では亀裂沿い
で土砂化した鉱物が
流れ目に介在しており
岩塊が崩れ落ちる。

右肩部では亀裂間隔が5cm
程度ある。また全体的に
風化しており、茶褐色に
変色している。

支保工
(当初)

(実績)

(当初)

(実績)

補助

工法

：支保工パターン変更箇所、追加した補助工法

岩判定位置

DⅠ

※ＤⅠ区間に補助工法を追加。

※節理が発達し、抜け落ちが多いため鏡吹付の追加。

補助
工法

※CⅡ以上の支保パターンで見直しを実施

天端部では応力開放により、亀裂が開口
しており、開口幅は5mm程度である。

亀裂が多く抜け落ちしやすい地山

抜け落ち箇所

補助
工法

補助
工法

なし

補助
工法
補助
工法

補助
工法

補助
工法

※CⅡ以上で支保パターンの変更が発生

起点側
(長門市)

終点側
(下関市)

断面図（ A - A ）

掘削方向

掘
削
面

A

A
（追加）鏡面安定対策

（追加）
鏡吹付

コンクリート
鏡面安定対策

（追加）鏡吹付コンクリート
鏡面安定対策

（追加）
補助工法

事業費内訳

未施工
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一般国道４９１号 俵山・豊田道路
たわらやま と よ た

（２）監査路及び水路一体型へのプレキャスト化

●監視員通路竪壁と側溝が一体化したプレキャスト製品を使用し、施工性の向上（省人化）とコストを縮減した。

５．コスト縮減に対する取り組み

約0.3億円の縮減

監視員通路竪壁付矩形水路
（プレキャスト製品）

トンネル断面図

水路にスリットが入っている絵にしてください

当初計画 円型水路（プレキャスト製品）
＋竪壁（現場打ち）
※施工イメージ

変更計画
監視員通路竪壁付矩形水路
（プレキャスト製品）

※施工イメージ

位置図

第2トンネル

(L=1267.0m)

第3トンネル

(L=2002.5m)

【縮減の内訳】

竪壁一体水路：延長3,270m → 約0.3億円減
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一般国道４９１号 俵山・豊田道路
たわらやま と よ た

上八道地区

稲見地区金道地区

【覆工板利活用地区①】
上八道地区／粟野川橋

【覆工板利活用地区②】
金道地区

（３）仮橋（覆工板）の利活用 約0.2億円の縮減

●仮橋設置にあたり、他事業（長門・俵山道路）での発生品（覆工板）を活用することでコストを縮減した。

５．コスト縮減に対する取り組み

位置図 ① 上八道地区

側面図

② 金道地区

断面図

側面図

断面図

写真

◆ 引き渡しの様子 ◆ 設置後の様子

① 上八道地区

② 金道地区

【縮減の内訳】

発生品（覆工板）N=46枚  →  約0.2億円減
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一般国道４９１号 俵山・豊田道路
たわらやま と よ た

変更後

変更前平盛箇所

（４）横断管渠延長短縮によるコスト縮減

●平盛土を活用した集排水位置のかさ上げにより、盛土箇所の横断管渠延長の短縮を行うことでコストを縮減した。

５．コスト縮減に対する取り組み

約0.5億円の縮減

平面図 側面図

縮減の内訳 管渠延長 概算工事費

【変更前】管渠概算工事費 約751m 約3.1億円

【変更後】管渠概算工事費 約626m 約2.6億円

合計 約125m減 約0.5億円減

凡例

変更前：

変更後：

平盛箇所

No.241付近 横断管渠

※対象管渠 9箇所
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６．今回のとりまとめ結果
（1）益田・田万川道路

●地域からの要望等を踏まえ、道路の役割については従来の3便益に加えて「地域から期待される道路の役割」等を整理。

項 目
広域NW間 益田・田万川

全体事業 残事業 全体事業 残事業

総費用（C） 10,348 2,784 327 301

事業費 9,534 2,486 304 278

維持管理費 759 285 23 23

更新費 55 13 0 0

便益額（B） 13,910 4,460 223 223

走行時間短縮便益 11,204 3,603 187 187

走行経費減少便益 2,145 690 27 27

交通事故減少便益 562 168 9.3 9.3

費用便益比

1.3

1.7[2%]

2.0[1%]

1.6

2.3[2%]

2.8[1%]

0.7

1.0[2%]

1.2[1%]

0.7

1.1[2%]

1.3[1%]

便益計測対象項目 内 容

走行時間短縮便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行時間が短縮され
る効果を貨幣価値として算出したもの。

走行経費減少便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行条件が改善され
ることによる走行に必要な経費（燃料費、オイル費、タ
イヤ・チューブ費、車両費、車両償却費）の減少効果を
対象として算出したもの。
なお、走行時間に含まれない経費を対象として算出して
いる。

交通事故減少便益 周辺道路も含め、道路整備による交通量等の変化に伴う
、交通事故による社会的損失（運転者、同乗者、歩行者
に関する人的損害額、交通事故により損壊を受ける車両
や構造物に関する物的損害額等）が減少する効果を貨幣
価値として算出したもの。

◆３便益による費用便益比 （億円）

※ 基準年：R7年

◆まとめ

計画交通量 総事業費 総費用(C) ３便益(B)
費用対効果(B/C)

（ ）内は残事業B/C

広域NW間 8,800台～28,400台/日 約6,358億円 10,348億円 13,910億円 1.3（1.6）

益田・田万川 9,700台/日 約370億円 327億円 223億円 0.7（0.7）

◆道路の役割
■道路の役割
①所要時間のばらつき改善に伴う余裕時間の確保 ［例）余裕時間約6分短縮（約11分→約5分）］ ※2
益田・田万川道路の整備に伴う所要時間のばらつきの改善効果を算出

②温室効果ガス低減 ［例）CO2排出削減量約0.7千トン／年］ ※2
益田・田万川道路の整備に伴う速度向上による地球環境(CO2)の改善効果を算出

③騒音低減の効果 ［例） 騒音レベル低減約20.8dB ］※3
④沿道環境の改善 ［例） NOx排出削減量約0.8t／年（約0.2％削減）］ ※2

※2 益田・田万川道路の開通に影響を受けるエリアを対象に算定 ※3 国道191号の値

・「広域NW間」とは浜田ＪＣＴ～小月ＪＣＴの区間。
・「益田・田万川」とは益田･田万川道路の全区間。
※１：比較のために参考とすべき値として設定した社会的割引率

※益田・田万川道路は、現在調査設計中であるため、詳細な設計が完了できた段階において、
物価変動に伴う事業費の見直しを含む事業費の精査を行い、再評価に諮ることとする。
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一般国道１９１号 益田・田万川道路 大井・萩道路

一般国道４９１号 俵山・豊田道路
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６．今回のとりまとめ結果

●地域からの要望等を踏まえ、道路の役割については従来の3便益に加えて「地域から期待される道路の役割」等を整理。

項 目
広域NW間 大井・萩

全体事業 残事業 全体事業 残事業

総費用（C） 10,348 2,784 576 554

事業費 9,534 2,486 537 515

維持管理費 759 285 39 39

更新費 55 13 0 0

便益額（B） 13,910 4,460 747 747

走行時間短縮便益 11,204 3,603 609 609

走行経費減少便益 2,145 690 106 106

交通事故減少便益 562 168 31 31

費用便益比

1.3

1.7[2%]

2.0[1%]

1.6

2.3[2%]

2.8[1%]

1.3

1.9[2%]

2.4[1%]

1.3

2.0[2%]

2.4[1%]

便益計測対象項目 内 容

走行時間短縮便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行時間が短縮され
る効果を貨幣価値として算出したもの。

走行経費減少便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行条件が改善され
ることによる走行に必要な経費（燃料費、オイル費、タ
イヤ・チューブ費、車両費、車両償却費）の減少効果を
対象として算出したもの。
なお、走行時間に含まれない経費を対象として算出して
いる。

交通事故減少便益 周辺道路も含め、道路整備による交通量等の変化に伴う
、交通事故による社会的損失（運転者、同乗者、歩行者
に関する人的損害額、交通事故により損壊を受ける車両
や構造物に関する物的損害額等）が減少する効果を貨幣
価値として算出したもの。

◆３便益による費用便益比 （億円）

※ 基準年：R7年

◆まとめ

計画交通量 総事業費 総費用(C) ３便益(B)
費用対効果(B/C)

（ ）内は残事業B/C

広域NW間 8,800台～28,400台/日 約6,358億円 10,348億円 13,910億円 1.3（1.6）

大井・萩 11,700台～12,600台/日 約660億円 576億円 747億円 1.3（1.3）

◆道路の役割
■道路の役割
①所要時間のばらつき改善に伴う余裕時間の確保 ［例）余裕時間約14分短縮（約22分→約8分）］ ※2
大井・萩道路の整備に伴う所要時間のばらつきの改善効果を算出

②温室効果ガス低減 ［例）CO2排出削減量約3.6千トン／年］ ※2
大井・萩道路の整備に伴う速度向上による地球環境(CO2)の改善効果を算出

③騒音低減の効果 ［例） 騒音レベル低減約11.7dB ］※3
④沿道環境の改善 ［例） NOx排出削減量約8.7t／年（約0.1％削減）］ ※2

※2 大井・萩道路の開通に影響を受けるエリアを対象に算定 ※3 国道191号の値

・「広域NW間」とは浜田ＪＣＴ～小月ＪＣＴの区間。
・「大井・萩」とは大井・萩道路の全区間。
※１：比較のために参考とすべき値として設定した社会的割引率

※大井・萩道路は、現在調査設計中であるため、詳細な設計が完了できた段階において、
物価変動に伴う事業費の見直しを含む事業費の精査を行い、再評価に諮ることとする。
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一般国道１９１号 益田・田万川道路 大井・萩道路

一般国道４９１号 俵山・豊田道路
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６．今回のとりまとめ結果

●地域からの要望等を踏まえ、道路の役割については従来の3便益に加えて「地域から期待される道路の役割」等を整理。

項 目
広域NW間 俵山・豊田

全体事業 残事業 全体事業 残事業

総費用（C） 10,348 2,784 951 645

事業費 9,534 2,486 910 603

維持管理費 759 285 42 42

更新費 55 13 0 0

便益額（B） 13,910 4,460 698 698

走行時間短縮便益 11,204 3,603 590 590

走行経費減少便益 2,145 690 89 89

交通事故減少便益 562 168 20 20

費用便益比

1.3

1.7[2%]

2.0[1%]

1.6

2.3[2%]

2.8[1%]

0.7

1.2[2%]

1.6[1%]

1.1

1.7[2%]

2.1[1%]

便益計測対象項目 内 容

走行時間短縮便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行時間が短縮され
る効果を貨幣価値として算出したもの。

走行経費減少便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行条件が改善され
ることによる走行に必要な経費（燃料費、オイル費、タ
イヤ・チューブ費、車両費、車両償却費）の減少効果を
対象として算出したもの。
なお、走行時間に含まれない経費を対象として算出して
いる。

交通事故減少便益 周辺道路も含め、道路整備による交通量等の変化に伴う
、交通事故による社会的損失（運転者、同乗者、歩行者
に関する人的損害額、交通事故により損壊を受ける車両
や構造物に関する物的損害額等）が減少する効果を貨幣
価値として算出したもの。

◆３便益による費用便益比 （億円）

※ 基準年：R7年

◆まとめ

計画交通量 総事業費 総費用(C) ３便益(B)
費用対効果(B/C)

（ ）内は残事業B/C

広域NW間 8,800台～28,400台/日 約6,358億円 10,348億円 13,910億円 1.3（1.6）

俵山・豊田 10,300台～10,400台/日 約1110億円 951億円 698億円 0.7（1.1）

◆道路の役割
■道路の役割
①所要時間のばらつき改善に伴う余裕時間の確保 ［例）余裕時間約18分短縮（約29分→約11分）］ ※2
俵山・豊田道路の整備に伴う所要時間のばらつきの改善効果を算出

②温室効果ガス低減 ［例）CO2排出削減量約6.1千トン／年］ ※2
俵山・豊田道路の整備に伴う速度向上による地球環境(CO2)の改善効果を算出

③騒音低減の効果 ［例） 騒音レベル低減約17.4dB ］※3
④沿道環境の改善 ［例） NOx排出削減量約10.6t／年（約0.3％削減）］ ※2

※2 俵山・豊田道路の開通に影響を受けるエリアを対象に算定 ※3 下関長門線の値

・「広域NW間」とは浜田ＪＣＴ～小月ＪＣＴの区間。
・「俵山・豊田」とは俵山・豊田道路の全区間。
※１：比較のために参考とすべき値として設定した社会的割引率
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※１

※１

※１

※１

一般国道１９１号 益田・田万川道路 大井・萩道路

一般国道４９１号 俵山・豊田道路

ます だ た ま がわ おおい はぎ

たわらやま とよ た

（３）俵山・豊田道路

※１

※１

※１

※１



６．今回のとりまとめ結果
（2）広域ネットワークでの費用便益分析

32

○広域ネットワーク（JCT間）での費用便益分析

一般国道１９１号 益田・田万川道路 大井・萩道路

一般国道４９１号 俵山・豊田道路

ます だ た ま がわ おおい はぎ

たわらやま とよ た



７．今後の対応方針（原案）
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3）事業の進捗状況

◇現在は調査、設計を推進しており、早期の開通を目指し事業を推進している。

◇令和7年度末で事業全体の進捗率は7.0％となる見込みである。

◇今後の事業の実施にあたっては、コスト縮減に努力しつつ事業を推進していく。

2）事業の効果

◇上記①～③の各視点により、以上の状況を勘案すれば、事業の必要性・重要性は変わらないと考えられるため、今後とも事業継続が妥当。
◇今後の事業実施にあたっては、更なるコスト縮減に努力しつつ、効率的で効果的に事業を継続する。

◼◇島根県知事の意見：妥当である

◼一般国道１９１号益田・田万川道路は、線形不良や幅員狭小などの現道の課題を解消し、災害時等にも機能する信頼性の高い道路ネットワークの構築による
国土強靱化を推進する上で重要な基盤だけでなく、県境を越えた経済交流や連携を図るうえでも、早期整備が不可欠である。人口減少に歯止めをかけ、希望と
活力に満ちた新時代にふさわしい「島根創生」の実現を目指すためにも、その基盤となる山陰道の早期全線開通は県民の悲願である。そのため、事業中区間の
早期開通と未事業化区間の早期事業化を行っていただきたい。加えて、上記事業区間については用地買収を鋭意進められているところであるが、開通見通しが
示されていない。企業誘致や観光振興の後押しになることから、開通見通しを積極的に公表していただきたい。

◼◇山口県知事の意見：異存なし

◼引き続き、コスト縮減を考慮の上、早期完成に向け、より一層の事業促進に努めていただきたい。

・令和5年度 三隅・長門道路新規事業化 ・令和5年度 益田道路（久城～高津）新規事業化

①事業の必要性の視点
1）事業を巡る社会情勢等の変化

１．再評価の視点

②事業の進捗見込み

③コスト縮減や代替案立案の可能性

２．県への意見照会結果

【今後の対応方針（原案）】

◇費用便益比（B/C）=0.7(事業全体) 0.7 （残事業）
◇道路の役割
①所要時間のバラツキ改善に伴う余裕時間の確保［余裕時間：約6分短縮］

益田・田万川道路の整備に伴う所要時間のバラツキの改善効果を算出
②環境への影響を考慮した効果［約0.7千㌧/年のCO₂削減］

益田・田万川道路整備に伴う速度向上による地球環境（CO₂）の改善効果を算出
③騒音低減の効果［騒音レベル低減：約20.8dB］
④沿道環境の改善[NOX排出量：約0.8千トン/年（約0.2%削減）］

一般国道１９１号 益田・田万川道路 大井・萩道路

一般国道４９１号 俵山・豊田道路

ます だ た ま がわ おおい はぎ

たわらやま とよ た

（1）益田・田万川道路



７．今後の対応方針（原案）
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3）事業の進捗状況

◇現在は調査、設計を推進しており、早期の開通を目指し事業を推進している。

◇令和7年度末で事業全体の進捗率は3.4％となる見込みである。

◇今後の事業の実施にあたっては、コスト縮減に努力しつつ事業を推進していく。

2）事業の効果

◇上記①～③の各視点により、以上の状況を勘案すれば、事業の必要性・重要性は変わらないと考えられるため、今後とも事業継続が妥当。
◇今後の事業実施にあたっては、更なるコスト縮減に努力しつつ、効率的で効果的に事業を継続する。

◼◇山口県知事の意見：異存なし

◼引き続き、コスト縮減を考慮の上、早期完成に向け、より一層の事業促進に努めていただきたい。

・令和5年度 三隅・長門道路新規事業化 ・令和5年度 益田道路（久城～高津）新規事業化

①事業の必要性の視点
1）事業を巡る社会情勢等の変化

１．再評価の視点

②事業の進捗見込み

③コスト縮減や代替案立案の可能性

２．県への意見照会結果

【今後の対応方針（原案）】

◇費用便益比（B/C）=1.3(事業全体) 1.3 （残事業）
◇道路の役割
①所要時間のバラツキ改善に伴う余裕時間の確保［余裕時間：約14分短縮］

大井・萩道路の整備に伴う所要時間のバラツキの改善効果を算出
②環境への影響を考慮した効果［約3.6千㌧/年のCO₂削減］

大井・萩道路整備に伴う速度向上による地球環境（CO₂）の改善効果を算出
③騒音低減の効果［騒音レベル低減：約11.7dB］
④沿道環境の改善[NOX排出量：約8.7千トン/年（約0.1%削減）］

一般国道１９１号 益田・田万川道路 大井・萩道路

一般国道４９１号 俵山・豊田道路

ます だ た ま がわ おおい はぎ

たわらやま とよ た

（２）大井・萩道路



７．今後の対応方針（原案）
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3）事業の進捗状況

◇現在は調査、設計を推進しており、早期の開通を目指し事業を推進している。

◇令和7年度末で事業全体の進捗率は25.9％となる見込みである。

◇今後の事業の実施にあたっては、コスト縮減に努力しつつ事業を推進していく。

2）事業の効果

◇上記①～③の各視点により、以上の状況を勘案すれば、事業の必要性・重要性は変わらないと考えられるため、今後とも事業継続が妥当。
◇今後の事業実施にあたっては、更なるコスト縮減に努力しつつ、効率的で効果的に事業を継続する。

◼◇山口県知事の意見：異存なし

◼引き続き、コスト縮減を考慮の上、早期完成に向け、より一層の事業促進に努めていただきたい。

・令和5年度 三隅・長門道路新規事業化 ・令和5年度 益田道路（久城～高津）新規事業化

①事業の必要性の視点
1）事業を巡る社会情勢等の変化

１．再評価の視点

②事業の進捗見込み

③コスト縮減や代替案立案の可能性

２．県への意見照会結果

【今後の対応方針（原案）】

◇費用便益比（B/C）=0.7(事業全体) 1.1 （残事業）
◇道路の役割
①所要時間のバラツキ改善に伴う余裕時間の確保［余裕時間：約18分短縮］

俵山・豊田道路の整備に伴う所要時間のバラツキの改善効果を算出
②環境への影響を考慮した効果［約6.1千㌧/年のCO₂削減］

俵山・豊田道路整備に伴う速度向上による地球環境（CO₂）の改善効果を算出
③騒音低減の効果［騒音レベル低減：約17.4dB］
④沿道環境の改善[NOX排出量：約10.6千トン/年（約0.3%削減）］

一般国道１９１号 益田・田万川道路 大井・萩道路

一般国道４９１号 俵山・豊田道路

ます だ た ま がわ おおい はぎ

たわらやま とよ た

（３）俵山・豊田道路



＜参考資料＞
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◆前回評価時との比較

前回評価時

（令和2年度）

今回再評価

（令和7年度） 備考

（前回評価時からの主な変更点）
広域NW間

益田・田万川
道路

広域NW間
益田・田万川

道路

事業諸元 L＝61.5km L＝7.1km L＝120.9km L＝7.1km

計画交通量
8,300～
    18,300
台/日

9,100台/日
8,800～
28,400
台/日

9,700台/日
・将来交通需要推計ベースの変更（H22年度全国道路・街路交通情
勢調査ベース→H27年度全国道路・街路交通情勢調査ベース）

・最新の事業化ネットワークを反映

総事業費 約2,323億円 約370億円 約6,358億円 約370億円

総費用

（C）
2,101億円 273億円 10,348億円 327億円 ・基準年の変更（R2基準からR7基準）

総便益

（B）
2,787億円 122億円 13,910億円 223億円

・将来交通需要推計ベースの変更（H22年度全国道路・街路交通情
勢調査ベース→H27年度全国道路・街路交通情勢調査ベース）

・「費用便益分析マニュアル」改訂（R7.8）による変更
・基準年の変更（R2基準からR7基準）
・最新の事業化ネットワークを反映

費用対効果

（B/C）
1.3 0.4 1.3 0.7 ・総費用及び総便益を見直したため

※「広域NW間」とは浜田ＪＣＴ～小月ＪＣＴの区間。
※費用/便益は基準年における現在価値の値

一般国道１９１号 益田・田万川道路 大井・萩道路

一般国道４９１号 俵山・豊田道路

ます だ た ま がわ おおい はぎ

たわらやま とよ た

（1）益田・田万川道路



＜参考資料＞
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◆前回評価時との比較

前回評価時

（令和2年度）

今回再評価

（令和7年度） 備考

（前回評価時からの主な変更点）
広域NW間 大井・萩道路 広域NW間 大井・萩道路

事業諸元 L＝61.5km L＝11.1km L＝120.9km L＝11.1km

計画交通量
8,300～
    18,300
台/日

12,500～
13,800
台/日

8,800～
28,400
台/日

11,700～
12,600
台/日

・将来交通需要推計ベースの変更（H22年度全国道路・街路交通情
勢調査ベース→H27年度全国道路・街路交通情勢調査ベース）

・最新の事業化ネットワークを反映

総事業費 約2,323億円 約660億円 約6,358億円 約660億円

総費用

（C）
2,101億円 502億円 10,348億円 576億円 ・基準年の変更（R2基準からR7基準）

総便益

（B）
2,787億円 564億円 13,910億円 747億円

・将来交通需要推計ベースの変更（H22年度全国道路・街路交通情
勢調査ベース→H27年度全国道路・街路交通情勢調査ベース）

・「費用便益分析マニュアル」改訂（R7.8）による変更
・基準年の変更（R2基準からR7基準）
・最新の事業化ネットワークを反映

費用対効果

（B/C）
1.3 1.1 1.3 1.3 ・総費用及び総便益を見直したため

※「広域NW間」とは浜田ＪＣＴ～小月ＪＣＴの区間。
※費用/便益は基準年における現在価値の値

一般国道１９１号 益田・田万川道路 大井・萩道路

一般国道４９１号 俵山・豊田道路

ます だ た ま がわ おおい はぎ

たわらやま とよ た

（２）大井・萩道路



＜参考資料＞
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◆前回評価時との比較

前回評価時

（令和2年度）

今回再評価

（令和7年度） 備考

（前回評価時からの主な変更点）
広域NW間

俵山・豊田道
路

広域NW間
俵山・豊田道

路

事業諸元 L＝43.3km L＝13.9km L＝120.9km L＝13.9km

計画交通量
7,800～
    18,200
台/日

8,300～
8,900
台/日

8,800～
28,400
台/日

10,300～
10,400
台/日

・将来交通需要推計ベースの変更（H22年度全国道路・街路交通情
勢調査ベース→H27年度全国道路・街路交通情勢調査ベース）

・最新の事業化ネットワークを反映

総事業費 約2,090億円 約630億円 約6,358億円 約1110億円

総費用

（C）
1,900億円 550億円 10,348億円 951億円 ・基準年の変更（R2基準からR7基準）

総便益

（B）
2,106億円 637億円 13,910億円 698億円

・将来交通需要推計ベースの変更（H22年度全国道路・街路交通情
勢調査ベース→H27年度全国道路・街路交通情勢調査ベース）

・「費用便益分析マニュアル」改訂（R7.8）による変更
・基準年の変更（R2基準からR7基準）
・最新の事業化ネットワークを反映

費用対効果

（B/C）
1.1 1.2 1.3 0.7 ・総費用及び総便益を見直したため

※「広域NW間」とは浜田ＪＣＴ～小月ＪＣＴの区間。
※費用/便益は基準年における現在価値の値

一般国道１９１号 益田・田万川道路 大井・萩道路

一般国道４９１号 俵山・豊田道路

ます だ た ま がわ おおい はぎ

たわらやま とよ た

（３）俵山・豊田道路



【参考】３便益以外の便益
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一般国道１９１号 益田・田万川道路 大井・萩道路

一般国道４９１号 俵山・豊田道路

ます だ た ま がわ おおい はぎ

たわらやま とよ た

3便益以外の効果項目 便益の概要

（１）温室効果ガス低減 走行性改善（速度向上）によるCO₂やNOｘ排出量の削減効果を便益として評価

（２）救急アクセス改善便益 救急搬送時間が短縮され、救急患者の生存率が向上する効果を便益として評価
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一般国道１９１号 益田・田万川道路 大井・萩道路

一般国道４９１号 俵山・豊田道路

ます だ た ま がわ おおい はぎ

たわらやま とよ た
【参考】３便益以外の便益
（１）温室効果ガス低減

●山陰道に並行する一般国道191号や下関長門線は、山陰道比べ速度が低いため温室効果ガスが多く発生。

●山陰道の整備による速度向上で、温室効果ガスが低減され、便益の発現が見込まれる。

※開通後50年間の便益額として試算した値
便益額(試算値)＝(整備前の貨幣評価値－整備後の貨幣評価値)

×365日×評価期間（供用後50年間）

山陰道の整備における
温室効果ガス低減

81.46
81.12

整備前 整備後

CO₂の排出量削減便益

（億円）

14.50 
14.41

整備前 整備後

大気汚染低減便益
（億円）

▼益田・田万川道路

便益
約0.34億円

便益
約0.09億円

1,397.51

1,395.69

整備前 整備後

CO₂の排出量削減便益
（億円） 562.82

550.17

整備前 整備後

大気汚染低減便益
（億円）

▼大井・萩道路

便益
約1.82億円

便益
約12.65億円

650.33

647.93

整備前 整備後

CO₂の排出量削減便益

（億円）

238.11

236.98

整備前 整備後

大気汚染低減便益
（億円）

▼長門・俵山道路

便益
約2.40億円

便益
約1.13億円40

50
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90

国道191号（上り） 国道191号（下り）

益田・田万川道路

（km/h）

20
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40
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70
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90

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18下関長門線（上り） 下関長門線（下り）

俵山・豊田道路

（km/h）

20

30

40

50

60

70

80

90

国道191号等（上り） 国道191号等（下り）

大井・萩道路（km/h）

出典：【並行現道】：令和3年度全国道路街路・交通情勢調査
【益田・田万川道路、大井・萩道路、俵山・豊田道路】：設計速度80km/h

温室効果ガス低減に伴う便益額
CO₂：約0.34億円 NOX：約0.09億円

温室効果ガス低減に伴う便益額
CO₂：約1.82億円 NOX：約12.65億円

温室効果ガス低減に伴う便益額
CO₂：約2.40億円 NOX：約1.13億円

益田・田万川道路
L=7.1㎞

大井・萩道路
L=11.1㎞

俵山・豊田道路
L=13.9㎞

俵山・豊田道路と並行現道の速度

益田・田万川道路と並行現道の速度

大井・萩道路と並行現道の速度

速度向上

速度向上

速度向上

山陰道と並行現道の速度

40

並行現道は、山陰道と
比べ速度が低下
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一般国道１９１号 益田・田万川道路 大井・萩道路

一般国道４９１号 俵山・豊田道路

ます だ た ま がわ おおい はぎ

たわらやま とよ た
【参考】３便益以外の便益
（２）救急アクセス改善便益

●山陰道の整備により、各消防署管内の搬送時間が短縮されることで受益人口が発現し救命率が向上。

●救命率の向上により、救急アクセスが改善され便益が見込まれる。

※整備後50年間の便益額として試算した値
便益額（試算値）＝（救命率向上便益（億円/年））×評価期間（整備後50年間）
※救命率向上便益：整備なしの人命価値－整備あり人命価値

益田・田万川道路における
救急アクセス改善に伴う便益額：約0.54億円

大井・萩道路における
救急アクセス改善に伴う便益額：約9.33億円

俵山・豊田道路における
救急アクセス改善に伴う便益額：約0.37億円

山陰道の整備における受益人口

1,807 

6,715 

330 
0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

益田・田万川道路 大井・萩道路 俵山・豊田道路

（人）

出典：国土数値情報
（令和2年度国勢調査に基づいた令和22年将来居住人口メッシュ）

※受益人口は、整備有無で搬送時間が短縮するメッシュ人口とする。

益田・田万川道路
L=7.1㎞

大井・萩道路
L=11.1㎞

俵山・豊田道路
L=13.9㎞

山陰道の整備に搬送時間短縮エリア

山陰道の整備における
救急アクセス改善便益

山陰道の整備で搬送時間が短縮し、
搬送時間が短縮



 

 

 

 

 

 

一般国道４９１号 俵山・豊田道路 

一般国道１９１号 大井・萩道路 

一般国道１９１号 益田・田万川道路 

［山口県への意見照会と回答］ 

 

  



国中整企画第４６号 

国中整港計第１８号 

令和７年１０月２８日 

山口県知事 殿 

 

国土交通省 中国地方整備局長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

 

中国地方整備局事業評価監視委員会に諮る対応方針（原案）の 

作成に係る意見照会について（依頼） 

 

 

 貴職におかれましては、日頃から国土交通行政に対するご理解、ご協力を賜り、厚く御

礼申し上げます。 

 さて、当地方整備局管内における直轄事業については、国土交通省所管公共事業の再評

価実施要領（以下「実施要領」という。）に基づき、事業採択後一定期間が経過している

事業等について、その効率性、実施過程の透明性を確保するため、中国地方整備局事業評

価監視委員会（以下、「委員会」という。）において、再評価に係る対応方針（原案）に

ついて審議しております。 

 このたび、令和７年１２月８日に委員会を開催することとなりましたので、実施要領に

基づき、委員会に諮る対応方針（原案）の作成にあたり、別紙について貴職のご意見を賜

りたく依頼致します。 

  



（別紙）

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

一般国道４９１号 俵山・豊田道路 継続

一般国道１９１号 大井・萩道路 継続

一般国道１９１号 益田・田万川道路 継続

※貴県の意見を踏まえ、「中国地方整備局事業評価監視委員会」へ諮る対応方針（原案）

を作成します。

■ ご意見の返信期限：令和７年１１月２０日（木）まで （※様式自由）

■ 返信・お問い合わせ先

〒730-8530 広島市中区上八丁堀６－３０ 広島合同庁舎２号館

中国地方整備局 企画部 企画課

建設専門官 和田 

係 長  

係 員  

藤原

角丸

TEL：０８２－２２１－９２３１（代表） 



 
令 ７ 技 術 管 理 第 ５ １ ０ 号 
令和７年（2025年）１１月２１日 

 
 中国地方整備局長 様 
 
 

山口県知事 村岡 嗣政 
（公 印 省 略） 

 
 
 
    中国地方整備局事業評価監視委員会に諮る対応方針（原案）の作成に係る 
    意見照会について（回答） 
 
 
  令和７年１０月２８日付け国中整企画第４６号及び国中整港計第１８号で意見照会があり
ましたこのことについて、別紙のとおり回答します。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

事 業 名 
 
一般国道４９１号 俵山・豊田道路 
 

「対応方針（原案）」案に対する意見 
【「対応方針（原案）」案：継続】 

 
異存なし 
 

（意見） 
 引き続き、コスト縮減を考慮の上、早期完成に向け、より一層の事業促進に努めてい

ただきたい。 

 
 

事 業 名 
 
一般国道１９１号 大井・萩道路 
 

「対応方針（原案）」案に対する意見 
【「対応方針（原案）」案：継続】 

 
異存なし 
 

（意見） 
 引き続き、コスト縮減を考慮の上、早期完成に向け、より一層の事業促進に努めてい

ただきたい。 

 
 

事 業 名 
 
一般国道１９１号 益田・田万川道路 
 

「対応方針（原案）」案に対する意見 
【「対応方針（原案）」案：継続】 

 
異存なし 
 

（意見） 
 引き続き、コスト縮減を考慮の上、早期完成に向け、より一層の事業促進に努めてい

ただきたい。 

 
 



 

 

 

 

 

 

一般国道 1９１号 益田・田万川道路 

［島根県への意見照会と回答］ 

 

 

 

  



国中整企画第４６号 

国中整港計第１８号 

令和７年１０月２８日 

島根県知事 殿 

 

国土交通省 中国地方整備局長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

 

中国地方整備局事業評価監視委員会に諮る対応方針（原案）の 

作成に係る意見照会について（依頼） 

 

 

 貴職におかれましては、日頃から国土交通行政に対するご理解、ご協力を賜り、厚く御

礼申し上げます。 

 さて、当地方整備局管内における直轄事業については、国土交通省所管公共事業の再評

価実施要領（以下「実施要領」という。）に基づき、事業採択後一定期間が経過している

事業等について、その効率性、実施過程の透明性を確保するため、中国地方整備局事業評

価監視委員会（以下、「委員会」という。）において、再評価に係る対応方針（原案）に

ついて審議しております。 

 このたび、令和７年１２月８日に委員会を開催することとなりましたので、実施要領に

基づき、委員会に諮る対応方針（原案）の作成にあたり、別紙について貴職のご意見を賜

りたく依頼致します。 

  



（別紙）

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

一般国道１９１号 益田・田万川道路 継続

浜田港福井地区防波堤(新北)整備事業 継続

※貴県の意見を踏まえ、「中国地方整備局事業評価監視委員会」へ諮る対応方針（原案）

を作成します。

■ ご意見の返信期限：令和７年１１月２０日（木）まで （※様式自由）

■ 返信・お問い合わせ先

〒730-8530 広島市中区上八丁堀６－３０ 広島合同庁舎２号館

中国地方整備局 企画部 企画課

建設専門官 和田 

係 長  

係 員  

藤原

角丸

TEL：０８２－２２１－９２３１（代表） 



高 推 第 ２ ９ 号  

令和７年１１月２０日  

 

国土交通省 

中国地方整備局長 杉中 洋一 様 

 

 

島根県知事 丸山 達也 

（土木部高速道路推進課） 

（土木部港湾空港課） 

（ 公 印 省 略 ） 

                              

 

 

中国地方整備局事業評価監視委員会に諮る対応方針（原案）の作成 

に係る意見照会について（回答） 

 

 

 

 

 令和７年１０月２７日付け国中整企画第４６号、国中整港計第１８号で意見

照会のあった下記事業について、継続するとの対応方針（原案）については、別

紙のとおり異存ありません。 

 

 

記 

 

 

          ・一般国道 1９１号 益田・田万川道路 

・浜田港福井地区防波堤（新北）整備事業 

 

 

以上 



（別紙） 
 

 
中国地方整備局事業評価監視委員会に諮る対応方針（原案）案に対する意見 

 
【道路事業】 

事 業 名 一般国道１９１号益田・田万川道路 

対応方針に対する意見 
（対応方針：継続） 

妥当である 

（意見） 
一般国道１９１号益田・田万川道路は、線形不良や幅員狭小などの現道の課題を

解消し、災害時等にも機能する信頼性の高い道路ネットワークの構築による国土強

靱化を推進する上で重要な基盤だけでなく、県境を越えた経済交流や連携を図るう

えでも、早期整備が不可欠である。 

 

人口減少に歯止めをかけ、希望と活力に満ちた新時代にふさわしい「島根創生」

の実現を目指すためにも、その基盤となる山陰道の早期全線開通は県民の悲願であ

る。そのため、事業中区間の早期開通と未事業化区間の早期事業化を行っていただ

きたい。 

 

加えて、上記事業区間については用地買収を鋭意進められているところであるが、

開通見通しが示されていない。企業誘致や観光振興の後押しになることから、開通

見通しを積極的に公表していただきたい。  
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